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1. はじめに 

コンピュータを用いた作業では，コンピュータ

の性能向上と，ユーザの作業意欲向上によって作

業能率の向上が見込まれる．しかし，日常的にコ

ンピュータが利用される場面では，コンピュータ

の性能向上はユーザにほぼ体感できないレベルに

達しており，これによる作業能率向上にはもはや

限界があると思われる．それに対し，ユーザの作

業意欲の低下が顕著である単調な作業というもの

は依然多数存在している． 
そこで，筆者らは，作業状況を反映したエンタ

テインメントを提示することによりユーザの作業

意欲の向上を目指す「ウィークエンドゲームシス

テム」を提案する．  
コンピュータサイエンスの分野でエンタテイン

メントを利用する研究としては，エデュテインメ

ントと呼ばれる計算機を利用した教育分野での研

究[1][2]がある．また，Chao はゲームインタフェー

スを計算機管理業務へ適用するという研究[3]を行

っている．しかしながら，エンタテインメント性

が作業意欲に与える影響という側面での議論はほ

とんどなされていない． 
本論文では作業意欲の向上を目指すウィークエ

ンドゲームシステムについて述べる． 

2. ウィークエンドゲームシステム 

提案システムの目的は，コンピュータを利用す

る作業環境において，作業状況を反映したエンタ

テインメントを提示することによりユーザの作業

意欲の向上を促し，その結果として作業能率を向

上させることである． 
ユーザに提供するエンタテインメントのガイド

ラインとして，以下のものがある[4]． 
・ 一切の追加操作が不要である 

・ ユーザの邪魔をするような強い刺激を提示し

ない 
・ システムの使用期間の長さによらず，ユーザ

間で比較競争が可能である 
・ ユーザの主観的な作業の度合いを反映する 
これらのガイドラインに基づいて，平日のユー

ザの作業状況に応じて仮想のキャラクタを育成す

る「ウィークデーサブシステム」と，平日に各ユ

ーザが育成したキャラクタを用いて，週末に対戦

ゲームを行う「ゲームサブシステム」から成るウ

ィークエンドゲームシステムを提案する（図 1）． 
2.1 ウィークデーサブシステム 
ウィークデーサブシステムでは，オフィスワー

クなどの娯楽性を含まない作業について，ユーザ

の状況と操作量（キーボードの打鍵数やマウスの

クリック数など）や操作時間をシステムが監視し，

ユーザの主観的な作業の量をタスクの種類ごとに

推定し，キャラクタの成長にはこの作業量を用い

る[5]．  
この作業量に応じて，画面上に常時表示されて

いるキャラクタ(図 2)が，成長したり，対戦ゲーム

時に使用できるアイテムを入手したりする(図 3)．
このようにユーザにキャラクタの成長や変化を見

せることによって，作業に対する満足感や達成感，

楽しみを与え，また，ユーザ間でキャラクタの成
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図 1 ウィークエンドゲームシステムの構成 



長度を競わせることにより，ユーザの競争心を刺

激し，やる気を起こさせる． 
2.2 ゲームサブシステム 
ゲームサブシステムは，各ユーザが平日の作業

によって育成したキャラクタを用いて週末ゲーム

を行う． 
行われるゲームには全てのユーザのキャラクタ

が同時に参加する．平日にユーザが決定した作戦

に従って，自動的にサーバ上で対戦ゲームが行わ

れる．そのためすべてのユーザが週末に集まる必

要はない． ゲーム終了後，そのログを用いて，ユ

ーザは好みの時間にゲームの結果をリプレイして

見ることができる(図 4)．  

3. 実装と評価 

前章で提案したウィークエンドゲームシステム

のプロトタイプを実装し，被験者 10 名による評

価実験を行った．システム使用と未使用の各週に

おいて，作業意欲を-3(著しく低い)～+3(著しく高

い)の７段階で主観評価させたところ，評価平均が

システム未使用で-0.6 に対し，システム使用では

1.5 と，有意な差が見られた．また，対戦ゲーム

をきっかけに作業能率の向上も見られた． 

4. おわりに 

筆者らは，「育成」，「競争」の要素によってユー

ザの作業意欲を向上させるウィークエンドゲーム

システムを提案，実装した．また，評価実験によ

り，このシステムがユーザの作業意欲を向上させ

るということが分かった． 
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図 3 キャラクタの成長の様子 

図 2 キャラクタ提示の様子 

図 4 週末ゲームのリプレイ画面 
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